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1 は じ め に

近年、消費者からは「安全・安心Jな農作物生産

が求められると共に、従来の化学肥料・化学農薬を

多量に使用した栽培から持続可能な地域循環型資源

を利活用した農業への転換が求められている。

そのような背景の中で、本試験は、地域循環型農

業を確立する試験の一部として堆肥センター等で生

産される牛糞および食品残さ由来の完熟堆肥を基肥

として使用し、さらに初期生育の促進をねらいとし

て、当試験地のある猪苗代町で、未利用有機物資源

となつているソパフスマを基肥として加えた無化学

肥料栽培を行つた。

また、有機物の肥効特性について把握するために、

期間溶出量を推定できる肥効調節型肥料の生育・収

量と比較検討した。
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注2 苗箱まかせN400 100日 タイプによる育苗箱全量施1巴
注3 完熟堆肥100kg/a+ソ パフスマ15kg/a。
括弧内の基肥量は、当場での分析値である。

(5)中千し 平成 17年 6月 30日～7月 11日

(6)施肥 牛糞および食品残さ由来の完熟堆肥は県

内のK農場のもので、基肥量は a当たり 100kg、 ソ

パフスマは猪苗代町にあるソバ加工施設のもので a

当たり 15kg施用し (表 1)、 3要素の施用量として

は表 1の とおりであり、耕起前の 4月 下旬に施用し

た。

3 試験結果及び考察

(1)完熟堆肥およびソパフスマの分析値

使用した完熟堆肥の成分量は、全室素が 148%、

全燐酸と全加里が 0_95%で あつた。ソパフスマは、

全窒素が 41%で、全憐酸が 092%で 、全加里が

075%であり、窒素の含有量が完熟堆肥より高かっ

た。完熟堆肥の無機窒素量は、026%であつた (表

2)。

2 試 験 方 法                 (2)生 育および収量

移植後 20日 目の6月 9日 から減数分裂期までの 5

(1)試験場所 福島農試冷害試験地 (標高 526m)   回の生育調査による生育指標 (草丈×茎数×葉色)

Blほ場 5a                   の値において、完熟堆肥+と ソバフスマの区では、

(2)供試品種 あきたこまち              初期生育から減数分裂期まで、シグモイド型 100日

(3)移植期 2004年 5月 20日  中苗 (機械移植)   タイプの肥効に類似した生育量であり、シグモイド

株間 1 2 6cm、 条間 30 8cm            型 60日 タイプの肥効は慣行栽培区に類似していた

(4)区の構成 下表のとおり。            (図 1)。

次に移植後 30日 後から成熱期までの乾物重の増

加量の推移を見ると、完熟堆肥+ソパフスマ区の乾

物重は、出穂期までは、シグモイ ド型 100日 タイプ

とほぼ同じ乾物重であったが、出穂期から成熟期ま

では、乾物増加量がシグモイ ド型 100日 タイプの

70%以下であつた (図 2)。

成熟期調査においては、完熟堆肥 +ソパフスマ区

の得長がやや短く、穂数はシグモイ ド型 100日 タイ

基肥量 穂肥
区名

慣行栽培区
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プとほぼ同じであつた。収量は慣行栽培区の90%で

あり、シグモイド型 100日 タイプとの比較では、

94%であつた。シグモイド型 100日 タイプと比較す

ると収量構成要素では総籾数はほぼ同じであつたが、

登熟歩合と千粒重が小さく、出穂期以降は栄養凋落

気味の生育であつた (表 3)。

地温による溶出シミュレーシヨンの結果では、シ

グモイド型 100日タイプにおいては、出穂期から成

熟期までに全溶出量に対し、約 40%の 0 26kg/aの

窒素溶出量があると推定されたが、完熟堆肥+ソバ

フスマ区では、この期間の溶出量はこれより小さい

ことが考えられる。報告によれば、重窒素標識法に

よる完熟牛糞堆肥の水稲による利用率では、出穂期

までで 16～21%、 出穂湖から成熟期までは 20～

26%である1)と され、本結果からも完熟牛糞堆肥

の出穂後の肥効は、少ないことが明らかにできた。

また、ソパフスマの施肥は、土壊還元を招く可能

性もあり、初期生育促進のための 15kg/a以上の施

肥は困難であると思われた。
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4 ま と め

以上のことから、a当たり牛糞および食品残さ由

来完熟堆肥 100kg+ソパフスマ 15kgの施肥は、出

穂期 (移植後 75日程度)までは、シグモイド型 100

日タイプ並の生育を示すが、以後は持続しないため

穂肥が必要であり、今後、地域有機性資源による水

稲栽培を展開していく上では、追肥に利用する有機

性資源の検討も必要であると考える。

また、本試験においては、牛糞および食品残さ由来

の完熟堆肥、ソパフスマの単独の肥効特性について

は、不明確であり、単独効果を把握するためには詳

細な区を設定した上での検討が必要であると考える。
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図2 乾物重の推移
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